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　 民 生 用は、特 に小 型 化へ の市 場ニーズ に応 える

ためにさまざまな商品 開 発 がなされ、高い競 争力

の あ るコンデ ン サ の ひとつとなりました。近 年 で

は、主 サイ ズ が1005M（1.0X0.5ｍ ｍ ）か ら0603M

（0.6X0.3mm）へ移るとともに、ウェアラブル機器や

小型モジュールでは2014年に商品化した最小サイズ

0201M（0.25X0.125mm）の採 用検 討が広がりつつ

あります。ムラタでは、部品の小型化や高密度 実 装

対応への市場ニーズはますます高まると考えられる

ことから、今 後 もセラミック材 料 の 微 粉 化や 積 層

技 術を高め、新しい商品 設 計 やより活 用しやす い

ソリューション提案をし続けます。

　車載用MLCCは、民生用と比較して、基本的な材料

や設計、工程は同じであるものの、より高い信頼性、

より長い 製 品 寿 命を 達 成 するために、製 品の 材 料

選定や設計基準、製品の性能、工程管理など、民生用

よりもより厳しい基準を設定しています。

　ハイブリッド車や電気自動車の普及のみならず、エア

バッグ、ABS等のセイフティ用途において、MLCCの採用

が広がるとともに、そのセットの生産台数が急増して

います。加えて、多くのお客様で採用部品の小型化が

進んでおり、現在の主サイズは1608M（1.6X0.8 mm）

から1005M（1.0X0.5mm）へ移りつつあります。また、

積層セラミックコンデンサ／導電性高分子

アルミ電解コンデンサ／シリコンコンデンサ

／自動車用高耐熱フィルムコンデンサなど

主な製品

営業成 績

　2018 年度は、主力の積 層セラミックコンデンサについ

て、カーエレクトロニクス向けで電装化の進展を受け好調

に推移したほか、中華圏スマートフォン向けやコンピュータ

及び関連機器向けなど幅広い用途で需要が拡大し、大幅に

増加しました。その結果、コンデンサの売上高は、5,742 億円

（前年度比27.7％増）となりました。

　2018年度は自動車をはじめとするモノの電子化が

進み、コンデンサの需要が急速に拡大しました。旺盛

なお客様の需要に応えるために、ムラタでは生産能力

の拡大に努めるとともに、製品ポートフォリオを見直

し、供 給 量を増加させてきました。またチップ 積 層

セラミックコンデンサ（MLCC）の販売価格の是正を

お客様にお願いし、生産能力増強のための投資原資

としました。2019年度は世界経済の先行きの不透明感

が強く、コンデンサ事業もその影響を受ける年になり

ますが、中期的には5Gの普及にともなう通信インフラ

向けの新 規需 要、通 信 端末向けの小型 大容量品や

自動車向けの高信頼性品の需要の増加が期待でき

ます。これに応える製品へ経営資源を配分し、新商品の

開発を進めるとともに、スマートファクトリー化の推進

によって、生産性を向上させる取り組みを進めます。

　また、お客様からの多様なニーズに応えるために

コンデンサのラインアップを拡 充し、フィルムコン

デンサやシリコンコンデンサなどの非セラミックの

製品も加え、自動車やヘルスケア・メディカル市場に

対しても、高信頼性で使用環境に適した新たな提案

を進めていきます。

　チップ積層セラミックコンデンサは、酸化チタンや

チタン 酸バリウムなどの セラミック誘 電 体と内 部

電極を多数積み重ねた後に、基 板と電気的・機械的

に結 合させる外部電極を付けた電子 部品のひとつ

であり、無極性で、耐電圧・絶縁抵抗が高く、周波特性・

耐熱性・高寿命・高信頼性に優れています。

　MLCCは、一 時 的 に電 気を蓄えたり放 出したり、

信号に含まれるノイズの吸収や一定の周波数の信号

を取り出すほか、直流をカットし交流だけを通すなど、

モバイル機器や家電製品をはじめ、IT機器やネット

ワーク・インフラ機器で採用されています。また、自動

車や医 療 や宇宙機 器など、高信 頼 性 が求められる

用途でも使われています。なかでも、スマートフォン

１台あたりには、ハイエンドモデルで600 ～ 1,000個、

ローエンドモデルやミドルレンジでも300 ～ 600個

と多くのMLCCが搭載されています。

成長戦 略

コンデンサ

コンデンサ事業における取り組み

車載用チップ積層セラミックコンデンサ

民生用チップ積層セラミックコンデンサ

従来は125℃での耐性を補償していましたが、150℃

での温度サイクル試験や高温高湿負荷試験の要求を

満たすとともに、静電気やサージ試 験（ISO7637-2）

に対しても、車 載 用途 特 有の 要求を満たす 製 品 が

増えています。さらに近年では、より高温で使用できる

製品が求められています。

　こうした厳しい市場要求に応えるために、より信頼

性の高い材料の開発を進め、製品設計にマージンを

持たせ、製 造 工程において厳しい検 査基 準を設け、

高信頼性で使用環境に適した製品を実現しています。

2017年にはMLCCを樹脂で覆ったリードタイプであり、

かつ、200℃対応の製品を商品化することに成功し、

お客様の間で採用の検討が進んでいます。また、撥水

加工を施した製品、MLCCに金属端子接合させた製品

など、使用環境に応じたMLCCも商品化されています。

　ムラタは、車載用MLCCも、部品の小型化や高信頼

性、高性 能に向けて、セラミック材料 の開 発 や加工

技術、検査技術を高め、社会に新たな価値を創出し

続けます。

　さらに、車載市場では、ムラタの信頼性の高い部品

の安定供給が強く望まれており、マーケットリーダー

としてその期待に応えるべく、国内外工場で最大限

の 設 備 投 資を 進 めています。これ からも信 用され

続ける企業として、お客様の商品や供給ニーズを把握

し、製品とともに安心、安全をお届けします。

売上高 （単位：億円）

36.5%

売上高

5,742億円

前年度比

27.7％増

ムラタのコンデンサ領域

Film Capacitor
指月電機製作所との合弁会社設立

Silicon Capacitor
IPDiA社の買収

製品別戦略 コンポーネント 売上高

前年度比

1兆1,050 億円

19.6 ％増

積層セラミック 
コンデンサ
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などが用意されており、ノイズの性質や回路の条件に

合わせて使い分けられています。

　 成長市 場として注目する車 載 市 場で は、EV化や

自動 運 転 技 術 が引き続き進 展し、車に搭載される

EMI除去フィルタの使用個数は中期的に増加し続け

ることが期待されており、車載市場向け製品のさら

なる拡充を行います。また、通信市場では5Gにおい

て、これまでと異なる新たなノイズが発生するため、

新たなニーズに対 する用途 特 化 型フィルタを拡 大

していきます。さらに世界各地の電波暗室による協同

ノイズ対策で得られるノウハウをさらに活用し、効果

的 な 新 商 品 開 発・提 案 を行 うとともに、設 計 支 援

シミュレーションソフトを駆使し各種アプリケーション

に応じたノイズ対策ソリューションを提供していくこと

で、時代に即した「EMIソリューションプロバイダ」を

実現していきます。

　ムラタのMEMSセンサは3D-MEMS技 術と呼ばれ

る独自のプロセス技術、設計技術と高度な回路技術

を組み合わせることにより、厳しい環境下の使 用に

対しても高い信頼性と高い安定性、高精度を実現して

います。このような特長が多くのお客様に支持され、

自動車をはじめ、産業機器、医療機器分野において

豊富な採用実績があります。

　成長著しい自動車分野では横滑り防止用のジャイロ

センサや加速度センサの採用が人命を守る安全シス

テムの搭載を義務付ける動きに併せて増加しています。

加えて最近の自動運転社会の実現に向け、世界的に

安全運転支援や自動運転の技術開発が進んでおり、

車体の位置や姿勢、移動方向をさらに高精度に計測

するロケーターのニーズが高まってきておりムラタ

のMEMS技 術の強みを発揮できる事業機 会はます

ます広がっています。

　そのような市場の期待に応えるため2012年に買収

したMEMS開発技術力の高いフィンランドの旧VTI社

（ 現Murata Electronics Oy）とモノづくりに強み の

ある 村 田 製 作 所 が 融 合することで、さらに高 度 な

商品を提 供できるようになり、新製品の開発と工場

の供給能力増強をタイムリーに進めています。今後と

も市場のニーズを速やかに形にし、信頼され選ばれ

続けるMEMSセンサを提供していきます。

　 ムラタのリチウムイオン二 次電 池は、ラミネート

タイプ、円筒タイプ、コインタイプの3種類に分類され

ます。ラミネートタイプは、ラミネートフィルム外装材

によりあらゆるサイズへの変更が可能で、主にスマート

フォン などの モ バ イル 機 器 に 採 用 さ れて いま す。

ムラタのゲル電解質は、他社の液タイプ電解質より

も膨れが発生しにくく、液漏れもないため、安全性に

特長があります。一方、円筒タイプは、高出力用途に

強みを持っており、園芸工具、電動工具、電動自転車、

クリーナーなど幅広い分野で採用されています。コイン

タイプは小型・高信頼性という強みを活かし、自動車

向けやメディカル分野での採用が進んでいます。

　リチウムイオン二次電池のビジネスは、これから

ますます激しい競争環境となることが予想されます

が、安全性・高出力を生かした製品投入で、市場ニー

ズに応えていきます。また、円筒タイプのセルを搭載

した蓄電池モジュールとパワーコンバータ技術等を

融合し、住宅・産業系を中心としたエネルギーマネジ

メントシステムを提 供することで自然エネルギーの

活用を促進していきます。

　今後は次世代電池として期待される全固体電池の

量 産を計画しています。当社 が 積 層セラミックコン

デンサで培った製 造技 術を応用し、ワイヤレスイヤ

ホン、ウェアラブル 端 末 向 け などの用 途 を 中 心 に

ビジネス展開していきます。

　EMI除去フィルタは電子機器から放出される不要

な電波（ノイズ）を除去するための電子部品です。ノイズ

は各国の法律や自主規制で規制されており、これに

適合させるためにEMI除去フィルタを使用したノイズ

対策が必要になります。EMI除去フィルタはフェライ

トビーズなどのインダクタ型や、LC複合フィルタなど

のコンデンサ内蔵 型、コモンモードチョークコイル

営業成 績

営業成 績

　2018 年度は、表面波フィルタにおいて、スマートフォン向け

での高付加価値品の数量減少や値下げの進展により、減少

しました。その結果、圧電製品の売上高は、1,386 億円（前年

度比8.8％減）となりました。

　2018 年度は、高周波コイルがハイエンドスマートフォン

向けで低調でしたが、カーエレクトロニクス向けでＭＥＭＳ

セン サ が 伸 長したほか、2017 年９月に 取 得が 完了した

リチウムイオン二 次 電 池 の売 上 が 計上され たことから、

大きく増 加しました。その 結果、その 他コンポーネントの

売上高は、3,922 億円（前年度比21.7％増）となりました。

　スマートフォンでWEBコンテンツをスムーズに楽しむ

ためには、通信中の雑音を取り除くSAWデバイスは

欠かすことのできない部品のひとつです。高度な技術

を用いたムラタのSAWデバイスは、スマートフォンを

はじめとしたさまざまな通信端末で活躍しています。

　ムラタは独自技 術を創出できる研 究開発 体制や

全世界をシームレスにサポートする販売網を駆使し、

業界を長くリードし続けています。現在は業界最 大

となる生 産 能 力を 保 有し、通 信 用SAWデバイスに

おいて50%の世界シェアを獲得しています。

　2020年 の東 京オリンピックを機 に、現 行 の10 0

倍以上となる通信速度を持つ5Gが本格商用化する

見 込 みで、新 たなアプリケーションや 通 信 端 末 の

誕生と拡大が期待されます。これにともない、一層の

高 周 波 化・複 合 化・小 型 化 などが 求 められますが、

こうした市場ニーズに応えていくため、ムラタ独自の

I.H.P.技 術 やTC-SAW 技 術、優 れた回 路シミュレ ー

ション 技 術などを駆使し、優 れた 特 性と小 型 化を

いち早く実 現しています。今後 の商品ラインアップ

に お いても同 業 他 社との 差 異 化 を 図り、より良 い

製品を提供し続けることで社会と産業の発展に貢献

していきます。

成長戦 略

圧電製品

表面波フィルタ

リチウムイオン二次電池

EMI除去フィルタ

MEMSセンサ

表面波フィルタ

2,229 2,310 2,223

3,223

2014 2015 2016 2017（年度）

3,922

2018

売上高 （単位：億円）

8.8%

売上高

1,386億円

前年度比

8.8％減

25.0%

売上高

3,922億円

前年度比

21.7％増

その他コンポーネント

売上高 （単位：億円）

1,219
1,619 1,700 1,520

2014 2015 2016 2017（年度）

1,386

2018

EMI除去フィルタ

MEMSセンサ

リチウムイオン二次電池

表面波フィルタ／超音波センサ／発振子／

圧電センサ／セラミックフィルタなど
主な製品

インダクタ（コイル）／ EMI除去フィルタ／

コ ネクタ／ ME MSセン サ／サ ーミスタ／

リチウムイオン二次電池など

主な製品

製品別戦略 コンポーネント 売上高

前年度比

1兆1,050 億円

19.6 ％増
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　電源モジュール事業は事業ポートフォリオの変換を

進めています。従来のカスタム電源に関しては事業売

却を進め、ムラタの強みを差異化要素として、それら

を活かした高付加価値製品の展開を目指しています。

　ムラタの電源モジュールは、高信頼性、高効率、高電

力密度を特徴として、サーバー・データコム市場、通信

機器市場、車載・産電市場にお使いいただいています。

　今後、通信機器市場は５Gになり、ビッグデータの展

開によりデータトラフィックが増大します。また、車載

市場では電装化、高機能化が進んでいくため電源に

は高効率、小型、高電力密度がさらに求められます。

　このような市場要求を満たすために、ムラタでは

電源回路 技 術に加え、高周波技 術、キーデバイスの

内製化および長年 培ってきた高信 頼性 パッケージ

技術を融合した小型電源モジュールを提供していき

ます。また、電源モジュールとバッテリーを組み合わ

せたソリューションとして、高 効 率で高電 力密度な

電源システムを提供していくことで、電子機器の高機能

化と省エネの両立に貢献していきます。

　今後、5Gを利用するデバイスが増えるにつれ、お

客様の高周波通信における課題も増えていくと考え

られます。

　メトロサークは、高性能材料と培ってきた積層技術

をベースにムラタならではのアイデアを加えていくこと

で、お客様の課題解決に貢献していきます。

　ムラタの高周波モジュールとは、無線機器のコミュ

ニケーションをつかさどるアナログ 高周波回路を、

各種キーデバイスを集積することによって実現する、

多機能かつ高機能な電子部品ユニットです。

　高周波を分波する表面波フィルタ、LCフィルタと

いった受動デバイス、送信時の高出力増幅器、受信時

の低歪増幅器、およびアンテナ切り替えスイッチと

いった半導体デバイスから構成されており、スマート

フォンやタブレットPCなど、さまざまな無線機 器で

活躍しています。

　モジュール構成の根幹となる各種キーデバイス、

およびモジュール化するためのパッケージ技術を自社

開発しているムラタは、一貫生産を可能とし、性能面

だけでなく、ビジネススピード、生産能力、品質という

点においても、高い競争優位性を保有しています。

　 ５Gの 登 場で、マル チバンド化やキャリアアグリ

ゲーションに加え、デュアルコネクティビティーを実現

する高周波モジュールが必要となります。また、無線

機器の小型・高機能化により、電子部品のモジュール

化が進展することが期待されます。ムラタは、市場や

お客様の将来ニーズをいち早く見極めるとともに、

自社の競争優位性を活かしてお客様にとって最適な

高周波モジュールを提 案していくことで、お客 様に

選ばれる企業を目指していきます。

営業成 績

　2018 年度は、樹脂多層基板がハイエンドスマートフォン

の新モデルでの採用により大きく伸長したほか、通信機器

用モジュールも増加しました。その結果、通信モジュールの

売上高は、4,255 億円（前年度比7.7％増）となりました。 営業成 績

　2018 年度は、電源がオフィス機 器向けなどで減少しま

した。その 結果、電 源他モジュールの売 上高は、412 億円

（前年度比15.6％減）となりました。

　コネクティビティモジュールは、無線通信によって

さまざまな 機 器 からインターネットや別の 機 器 に

アクセスするための複合部品です。

　身近にあるスマートフォン、タブレット、デジカメ、家

電、カーナビゲーションなど、さまざまな機器に搭載

され、写真や音楽をインターネットからダウンロード・

アップロードしたり、自動車内においてハンズフリー

で電話するなど、さまざまなところで活躍しています。

　2020年 の東 京オリンピックを機 に5Gが 始まり

ます。5Gには、Sub-6GHz帯のマイクロ波を用いた

通信と、28GHz/39GHzといったミリ波帯を用いた通信

があります。ムラタは 独自の樹 脂 多層基 板を用い、

ミリ波帯で伝送ロスが少なく高特性なモジュールを

提供できます。

　また、身の回りのあらゆるモノがインターネットに

つながるIoT社会ではさまざまな機器に無線通信が

搭載されます。自動車やさまざまな用途のエッジデバ

イスに対して、小型で高性能、高信頼性の設計技術や

接続を向上させるソフトウェア技術で、お客様が使い

やすい製品をいち早く供給し、エレクトロニクスの未来

を築く企業の使命としてIoT社会の発展に貢献します。

　メトロサークは、高周波特 性に優れるLCP（液 晶

ポリマー）シートを積層した、薄型で複雑な曲げ加工

が可能な樹脂多層基板です。

　LCPシートに銅箔シートを挟むことで回路設計も

可 能 で、伝 送 線 やコ イル な どの 機 能 部 品 として、

スマートフォンやウェアラブル機器などに採用され、

機器の小型・薄型化、高性能化に貢献しています。

　今年から来年にかけて始まる5Gでは、ミリ波など

高 周 波 が用 いられるため、メトロサークの 特 徴 で

ある、高 周波 で の 低 伝 送ロス性 能を活 か せるミリ

波モジュール用 基 板、ミリ波 伝 送 線 などへ の展 開

が期待できます。

　また、使用される周波が高くなる程、伝送ロスに関

して競合技術に対する優位性が顕著に見られること

から、メトロサークが選ばれる機会はますます増えて

いくものと考えます。

成長戦 略
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コネクティビティモジュール
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製品別戦略 モジュール 売上高
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4,667億円
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